
祝
勝
会
に
て

史
上
ま
れ
に
み
る
快
挙

こ
の
夏
、
東
京
都
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
輪
投
げ
大

会
、
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
輪
投

げ
大
会
に
お
い
て
、
板
橋

区
の
清
和
ク
ラ
ブ
と
赤
塚

百
寿
会
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
を
飾
る
と
い
う
朗
報
が

届
き
ま
し
た
。

強
豪
ひ
し
め
く
両
大
会

に
お
い
て
、
こ
の
成
績
は

紛
れ
も
な
く
当
連
合
会
史

上
ま
れ
に
み
る
快
挙
。
特

に
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で

優
勝
し
た
赤
塚
百
寿
会
は

昨
年
に
続
き
連
覇
を
果
た

す
な
ど
、
そ
の
強
さ
を
歴

史
に
刻
み
ま
し
た
。

「
東
京
で
輪
投
げ
と
い

え
ば
板
老
連
」
と
も
詠
む

べ
き
こ
の
功
績
を
讃
え
、

7
月
30
日
（
火
）
は
祝
勝

会
を
清
水
地
域
セ
ン
タ
ー

に
て
行
い
ま
し
た
。
両
大

会
の
詳
細
を
出
場
者
の
み

な
さ
ん
に
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
頁

以
降
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

東老連
大会で 清和クラブ

城西Ｂ
大会で 赤塚百寿会Ａ

輪投げ大会　板老連快進撃！！

板 老 連
板橋区老人クラブ連合会
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６
月
21
日
（
金
）、
第
32
回
東
老
連

輪
投
げ
大
会
が
渋
谷
区
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
東
京
都
19
区

22
市
部
よ
り
参
加
チ
ー
ム
84
チ
ー
ム

（
区
部
46
、
市
部
38
チ
ー
ム
）
の
約

５
０
０
人
が
一
堂
に
会
し
た
。

板
老
連
か
ら
は
赤
塚
百
寿
会
、
清

和
ク
ラ
ブ
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
。
昨

年
度
は
赤
塚
百
寿
会
８
位
、
清
和
ク

ラ
ブ
は
16
位
と
な
ん
と
か
上
位
に
食

い
込
ん
だ
が
、
例
年
市
部
の
チ
ー
ム

が
強
く
、
昨
年
は
立
川
市
の
六
番
組

長
寿
会
が
７
０
１
点
と
い
う
驚
異
的

な
点
数
で
優
勝
し
た
。

午
前
中
の
輪
投
げ
は
南
側
の
明
る

い
場
所
で
台
が
近
く
に
見
え
た
。
１

優勝者の声

投
目
は
合
計
１
０
０

点
を
超
え
順
調
に
ス

タ
ー
ト
。
２
投
目
は

激
震
が
起
き
た
。
先

頭
が
36
点
の
大
量
点

を
取
る
と
２
人
が
43

点
と
奇
跡
的
な
点
数

を
取
り
、
２
投
目
は

合
計
１
６
２
点
で
２

ゲ
ー
ム
分
の
点
数
を

得
る
。
清
和
ク
ラ
ブ

に
は
２
年
前
か
ら
不

思
議
な
ジ
ン
ク
ス
が

あ
り
、前
半
上
位
に
つ

け
て
い
て
も
後
半
崩

れ
て
順
位
を
下
げ
る
。こ
れ
が
大
き
な

大
会
で
連
続
し
て
発
生
し
、大
量
得
点

に
今
年
も
ま
た
か
と
悪
夢
が
浮
か
ぶ
。

昼
休
み
に
前
半
の
点
数
が
発
表
さ

れ
、
３
８
７
点
を
取
り
１
位
と
な
り
、

２
位
が
３
５
５
点
で
大
き
く
離
す
こ

と
が
で
き
、３
０
０
点
以
上
は
６
チ
ー

ム
だ
っ
た
。

午
後
の
後
半
戦
は
ジ
ン
ク
ス
の
ご

と
く
点
数
が
伸
び
な
い
。
４
投
目
の

合
計
得
点
80
点
台
。
５
投
目
の
得

点
も
１
０
０
点
を
と
れ
ず
。
午
前
中

の
点
数
の
発
表
で
、
清
和
ク
ラ
ブ
の

競
技
を
見
に
来
る
人
が
何
人
か
い
た

が
、
華
麗
な
輪
投
げ
の
実
力
を
発
揮

で
き
ず
、
逆
に
「
が
ん
ば
っ
て
」
と

励
ま
さ
れ
る
。
原
因
は
分
か
ら
な
い

が
、
こ
れ
が
輪
投
げ
の
不
思
議
な
世

界
。
慌
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
慎
重
に

台
の
中
心
を
狙
っ
て
投
げ
る
。
最
後

の
６
投
目
は
高
得
点
が
出
て
押
せ
押

せ
ム
ー
ド
に
な
り
、１
０
０
点
以
上
が

出
て
総
得
点
は
６
６
７
点
で
あ
っ
た
。

優
勝
は
無
理
、
今
ま
で
の
最
高
位
で

あ
る
10
位
ぐ
ら
い
を
覚
悟
し
て
い
た

が
、
優
勝
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。

結
果
、
２
位
の
世
田
谷
区
千
寿
会
と

は
わ
ず
か
３
点
差
で
あ
っ
た
。
赤
塚

百
寿
会
も
６
３
１
点
の
４
位
と
実
力

を
示
し
、
板
橋
区
の
輪
投
げ
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

【
大
会
を
終
え
て
】

◎		

輪
投
げ
の
世
界
は
不
可
思
議
の
世

界
。
努
力
あ
る
の
み
。
結
果
は
神

が
決
め
る
。平
均
78
・
５
歳
の
チ
ー

ム
、
よ
く
頑
張
っ
た
！	

（
土
屋
）

◎		

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
の
一
言

に
尽
き
る
。
令
和
元
年
の
記
念
す

べ
き
年
。
嬉
し
さ
倍
増
。（
鈴
木
）

◎	
頑
張
り
ま
し
た
！	

（
阿
部
）

◎		
東
老
連
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
優
勝

は
夢
で
し
た
。
気
楽
に
楽
し
も
う

と
始
め
た
大
会
、
結
果
、
頂
点
に

清
和
ク
ラ
ブ
、
ま
さ
か
の
優
勝
で

び
っ
く
り
で
し
た
。	

（
谷
口
）

◎		

令
和
の
記
念
の
年
、
予
期
せ
ぬ
出

来
事
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
松
崎
）

東老連輪投げ大会

清和クラブ
強豪84チーム中でＶ

報告：土屋　幸男（清和クラブ）

優勝に喜ぶ清和クラブのみなさん
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赤
塚
百
寿
会
Ａ

�
城
西
で
逆
転
・
連
続
優
勝
！

城西ブロック輪投げ大会

報
告
：
小
原
　
銀
次
（
西
台
第
二
白
寿
会
）
ほ
か

６
月
26
日
（
水
）、
第
12
回

城
西
ブ
ロ
ッ
ク
輪
投
げ
大
会
が

中
野
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
城

西
地
区
の
５
区
（
杉
並
区
・
豊

島
区
・
中
野
区
・
練
馬
区
・
板

橋
区
）
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
30

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
半
戦
で
は
、
中
野
区
の

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
が
１
投
目
で

１
４
７
点
を
出
し
、
計
３
４
２

点
で
１
位
、
板
橋
区
の
チ
ー
ム

で
は
３
位
に
３
１
７
点
の
赤
塚

百
寿
会
、
４
位
に
３
０
８
点
の
清
和

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
追
い
か
け
る
状
態

に
。
し
か
し
後
半
戦
に
入
る
と
、
赤

塚
百
寿
会
が
６
投
目
１
位
の
点
数

１
２
９
点
を
と
り
、な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ

に
１
点
の
差
を
つ
け
逆
転
し
、
昨
年

に
続
き
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
清
和
ク
ラ
ブ
も
第
３
位
と
な
り
、

他
３
チ
ー
ム
が
10
位
以
内
に
入
賞
す

る
な
ど
、
板
橋
区
の
チ
ー
ム
が
大
い

に
活
躍
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

連覇を果たした赤塚百寿会のみなさん

大会結果（５位以内および板橋区チームの主な成績）
順　位 クラブ名 地　区 得　点
優　勝 赤塚百寿会Ａ 板橋区 659点
準優勝 なべよこクラブ 中野区 658点
第３位 清和クラブ 板橋区 617点
第４位 シニアクラブ若竹会 練馬区 613点
第５位 旭町二丁目久生会 練馬区 600点
第７位 新町熟年会 板橋区 544点
第８位 西台第一白寿会 板橋区 527点
第10位 西台第二白寿会 板橋区 517点

　輪投げは非常
に難しく、基本的
な形がなく、各自
思い思いの形で
投げ、なかなか上
達しないので、私
が考えた投げ方
を書いてみます。
　盤に対して90度外向きに立ち、足
を肩幅よりやや広くし、膝を少し曲げ
る。輪を3本の指でつまみ、腕を盤
に向かって右左と2、3回振り、体で
リズムをとる。体を後ろに傾け、一気
に腕と体を押し出す。輪を放つとき、
手首を使って曲げたりしない。
　ちなみに先日、9点に7個、7点に
2個入りました。
� （西台第二白寿会　小原　進）

輪投げ大会こぼれ話

私が考えた投げ方
輪
投
げ
は
練
習
あ
る
の
み
で
す
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８
月
30
日

（
月
）、グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、恒
例

の
坂
本
区
長

を
囲
む
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

秋
晴
れ
の
９
月
19
日
（
木
）、板
老

連
の
第
10
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
小
豆
沢
野
球
場
で
開
催
さ
れ

坂
本
区
長
を
は
じ
め
区
役
所
関
係

者
の
方
々
６
名
が
出
席
さ
れ
、
板
老

連
か
ら
は
理
事
ら
25
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
区
長
の
ご
あ
い
さ
つ
、
連
合

会
理
事
の
紹
介
に
始
ま
っ
た
懇
談
会

で
は
、
坂
本
区
長
と
板
老
連
の
阿
部

会
長
が
各
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
、
歓

談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
ほ
か
、

自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
披
露
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

板
老
連
本
部
事
業
報
告

坂
本
区
長
と
懇
親
深
め
る

ホ
ー
ル
イ
ン
目
指
し

熱
戦
を
展
開

区
長
を
囲
む
懇
談
会

第
10
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

ま
し
た
。
当
日
は
２
６
０
名
が
参
加

し
、１
チ
ー
ム
６
名
の
団
体
戦
で
、午

前
８
コ
ー
ス
、
午
後
８
コ
ー
ス
の
計

16
コ
ー
ス
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

入
賞
は
、
30
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

を
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
お
よ
び
団
体
上

位
８
位
、個
人
上
位
６
位
ま
で
と
し
、

そ
の
集
計
結
果
が
分
か
る
ま
で
、
18

メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
を
設
け
て
20
人
が
達
成
し
、
大
盛

況
で
し
た
。
ち
な
み
に
個
人
戦
第
３

位
の
田
口
さ
ん
は
御
年
87
歳
で
の
上

位
入
賞
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

試
合
結
果

【
団
体
戦
】

優
　
勝　

清
和
ク
ラ
ブ
Ａ	

２
２
７
打

準
優
勝　

南
一
長
寿
会	

２
３
１
打

第
３
位　

茂
呂
桜
寿
会	

２
３
６
打

【
個
人
戦
】

優
　
勝　
土
屋
幸
男
（
清
和
ク
ラ
ブ
）	

30
打

準
優
勝　
中
川　

進
（
清
和
ク
ラ
ブ
）	

30
打

第
３
位　
田
口
ツ
ル
（
茂
呂
桜
寿
会
）	

33
打

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
数
で
順
位
決
定

秋晴れのもとプレー 

乾杯を交わす坂本区長
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未
来
担
う
リ
ー
ダ
ー
ら
　
学
び
の
場

令
和
元
年
度
　
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

６
月
18
日
（
火
）、新
宿
区
の
四
谷
区
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
東
老
連
主
催
の
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

が
行
わ
れ
、
板
橋
区
を
は
じ
め
、
都
内
各
地
か
ら
新
任

会
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
の
共
有
、

ま
た
連
合
会
長
ら
に
よ
る
事
例
発
表
が
あ
り
、
参
加
し

た
人
の
中
に
は
と
き
お
り
大
き
く
う
な
ず
く
姿
が
見
ら

れ
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
資
す
る
情
報
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

研修では都内各地から新しいリーダーが集まりました

　会員減少における対策として、「①
仲間づくり」「②健康の増進」「③新
しい能力の発揮」「④地域社会活動
の参加と貢献」「⑤心の安らぎと充
実感」などを盛り込み、高齢者の生
活の中で老人クラブが担う役割をア
ピールして、新しい会員への呼びか
けを実施する必要性を痛感しまし
た。また、クラブの点検を行い、活
性化を図る方法も学ぶことができま
した。この研修で学んだことと、健
康大学で学ぶ健康づくりを合わせ、
総合的な老人クラブのリーダーとな
るよう、努力してまいります。
� （大和会　会長　藤越　俊則）

参 加 者 声の

　新しい会員への呼びかけ、仲間づ
くりや健康増進等、どこのクラブで
も共通の問題があると再認識し、特
にクラブ入会から連合会就任に至る
までの事例発表中では、女性ならで
はの活動内容の紹介があり、感心さ
せられました。講演の「イスビスク
運動」は楽しく、単位クラブでも採
用したいと考えています。経験不足
の身ではありますが、総合的な老人
クラブのリーダーを目指します。
�（富士見長友会　会長　土田　保年）

参 加 者 声の

　研修会に参加して一番感じたの
は、どこの老人クラブも同じような
問題を抱えていることでした。気に
なったのは友愛活動ですが、確かに
活動はしながらも、効力があるのか
疑問でした。
　ある地区では、一人暮らしの 65
歳以上の方が、毎日３名亡くなって
いるとのことです。友愛活動と聞く
と、月に１～２回声かけできればい
いということですが、すべて回りき
ることは無理だとしても、それだけ
では友愛活動といえるでしょうか。
我がクラブでは、町会の民生・児童
委員の方などと一緒に知恵を絞って
考えております。
� （長寿友の会　会長　泉田　隆夫）

参 加 者 声の
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　第４支部恒例の「第12回納涼カラオケ大会」は、支部加盟
の 10単位クラブから歌手 65名、応援を含め約 100 名の参
加のもと、８月３日（土）の９時 50分から 16時までの間、
富士見地域センターレクホールで開催されました。
　日頃鍛えた自慢ののどをいかんなく発揮し、応援では拍手あ
り、ダンスありで盛り上がりました。締めでは板老連の阿部会
長が、来年の再会を期して「また逢う日まで」を熱唱。参加者
も合唱して大盛況のうちに無事に終了することができました。
準備にあたった役員の皆様、ありがとうございました。
� （第４支部　正田）

　真夏の恒例行事である「カラオケ発表会」は、猛暑日の続く８月９
日（金）、参加クラブからエントリー63曲があり、90席が応援者で
満席の清水地域センターで開催いたしました。
　中澤支部長の開会あいさつの後、発表会はスタート。舞台では昭和
の名曲、歌謡曲、ポップス、ニューミュージックと、いずれもこの日
のために歌い込まれたものばかりでした。
　歌う人、聴く人ともに真剣で、熱唱続きに大きな声援と拍手で盛り
上がりました。出演者の歌唱力アップは、歌う機会の増加、健康維持、
カラオケ人気の高さの証明と思われます。時が過ぎるのも忘れる中、
63曲も歌い終わり、幹事役の清和クラブ・中会長より盛会のお礼が
あり、来年の再会を約して閉会となりました。� （第７支部　藤越）

　連日猛暑日が続く８月 18日（日）、支部恒例の納涼
カラオケ大会を、常盤台地域センターで開催いたしまし
た。
　開会にあたり、支部長のあいさつ、続いて各クラブ会
長の自己紹介。最初は踊りからスタートし、その後はカ
ラオケを行い、自慢の歌を披露する仲間等、お酒も入っ
て歌に会話にと、会場は大いに盛り上がりました。
　支部の会員のみなさんとの交流がさらに深まり、大変
有意義なひとときでした。� （第６支部　宝田）

夏のカラオケで盛り上がる

歌謡、ポップスなど楽しむ

自慢の歌を披露

第　 支部4

第　 支部7

第　 支部6

演歌・歌謡曲の競演

客席は満席　盛況でした

伴奏に合わせて熱唱

令
和
の
夏
　
熱
～
い
カ
ラ
オ
ケ
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支
部
だ
よ
り

５
月
31
日
（
金
）
～
６
月
１
日

（
土
）、
千
葉
の
白
子
温
泉
で
、
親
睦

旅
行
を
か
ね
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
行
い
ま
し
た
。

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲
む
フ
ェ
ン

ス
に
沿
っ
て
植
え
ら
れ
て
い
る
カ
イ

ヅ
カ
イ
ブ
キ
の
成
長
の
す
ご
い
こ

と
！　

最
初
に
見
た
頃
は
２
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
高
さ
だ
っ
た
の
に
、
今
で

は
６
メ
ー
ト
ル
以
上
に
伸
び
て
私
た

ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
24
名
が
参
加
し
、
板
橋
で

は
と
て
も
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
起
伏
も
多
く
思
い
切

り
ク
ラ
ブ
を
振
っ
て
も
な
か
な
か
届

か
な
い
。
み
ん
な
夢
中
に
な
っ
て

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
た
り
、
が
っ
か

り
し
た
り
。
い
い
汗
を
流
し
て
ホ
テ

ル
に
戻
り
温
泉
に
つ
か
り
、
夕
食
の

お
い
し
い
こ
と
。
毎
年
こ
の
コ
ー
ス

が
お
気
に
入
り
で
と
う
と
う
11
回
も

続
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
行
き
た
く
な
る
場
所
な
の
で
す
。

	
（
第
１
支
部　

清
水
）

第
１
支
部

今
年
も
白
子
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

第
17
回
第
４
支
部
輪
投
げ
大
会

は
、
６
月
９
日
（
日
）
に
富
士
見
地

域
セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
前
に
準
備
運

動
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、一
人
12
回

戦
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

当
日
は
、
残
念
な
が
ら
青
少
年
健

全
育
成
の
行
事
と
重
な
り
、
参
加
者

が
若
干
少
な
く
52
名
で
し
た
。
選
手

第
4
支
部

輪
投
げ
大
会

　
集
中
の
一
投

は
、
高
得
点
を
出
す
た
め
長
時
間
に

わ
た
り
集
中
し
て
い
た
の
が
印
象
的

で
、
高
得
点
を
出
す
と
拍
手
が
沸
く

な
ど
非
常
に
楽
し
く
、
ま
た
会
員
同

士
の
交
流
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
大

会
で
し
た
。
２
０
０
点
ア
ッ
プ
の
選

手
は
表
の
と
お
り
で
す
。

大
会
終
了
後
、
地
域
セ
ン
タ
ー
レ

ク
ホ
ー
ル
で
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
の

交
流
を
含
め
た
懇
談
が
あ
り
、
次
回

の
参
加
を
約
し
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
参
加
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	
（
第
４
支
部　

土
田
） 芝生のグラウンドを堪能しました

200点アップの選手
順位 氏名 得点
1 金子　貞彦 250
2 佐藤　慈生 233
3 土田　保年 230
4 内田美智子 226
5 須藤　清忠 224
6 後藤　久子 222
6 滝澤　幹男 222
8 木下　和子 212
9 五月女ミツイ 204
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小
雨
降
る
中
の
６
月
24
日
（
月
）、

Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
東
口
で
午
前
10
時
に
集

合
し
た
35
名
の
参
加
者
一
行
は
、
赤

羽
公
園
で
軽
い
準
備
体
操
を
し
た

後
、
史
跡
散
歩
コ
ー
ス
に
向
か
っ
て

出
発
し
ま
し
た
。

志
茂
銀
座
商
店
通
り
を
抜
け
、
西

蓮
寺
、
熊
野
神
社
を
見
学
、
参
拝
。

休
憩
後
、
新
河
岸
川
土
手
沿
い
か
ら

令
和
元
年
の
納
涼
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
７
月
５
日
（
金
）、
高
島

平
区
民
館
に
お
い
て
１
２
６
名
が
参

加
。
火
曜
会
の
𠮷
川
さ
ん
の
司
会
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
区
で
歴
史
散
歩

板
老
連
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

踊って
みんな若返り！

ダンスパーティー

新
志
茂
橋
を

渡
っ
て
、
埼

玉
・
東
京
の

水
路
「
荒

川
」
の
旧
岩

渕
赤
水
門
、

青
水
門
を
見

学
。
水
門
橋

を
渡
っ
て
水

門
公
園
で
休
憩
を
と
り
ま
し
た
。

風
水
害
か
ら
東
京
を
守
り
続
け
た

水
門
を
眺
め
な
が
ら
荒
川
土
手
を
歩

き
、
帰
路
の
コ
ー
ス
で
は
岩
渕
橋
を

渡
り
、
八
雲
神
社
を
参
拝
。
北
本
通

り
を
抜
け
て
、
赤
羽
東
公
園
で
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
体
操
を
行
っ
て
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

雨
天
の
中
で
の
歴
史
散
歩
に
参
加

の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

	

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）

熊野神社

赤水門を眺めながら歩く

初
心
者
の
方
も
大
野
木
、
石
井
、

森
の
各
講
師
の
指
導
で
楽
し
く
踊
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
清
和
ク
ラ
ブ
が
ワ
ル

ツ
、
蓮
沼
大
原
町
寿
会
が
ル
ン
バ
、

火
曜
会
が
タ
ン
ゴ
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
で

は
、
参
加
者
全
員
に
景
品
が
わ
た
る

よ
う
配
慮
さ
れ
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
「
好
き

に
な
っ
た
人
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
全

員
の
輪
踊
り
を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

	

（
文
化
部　

奥
永
）

みんなで楽しく
レッツダンス♪

板
老
連
本
部
事
業
報
告
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６
月
24
日
（
月
）、区
立
文
化
会
館

に
お
い
て
、
板
老
連
の
芸
能
大
会
が

約
７
０
０
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
坂
本
板
橋
区
長
を
は

じ
め
来
賓
を
お
招
き
し
、
藤
越
俊
則
さ

ん
（
大
和
会
）、江
原
洋
子
さ
ん
（
双
葉

蓬
莱
会
）
の
お
二
人
の
司
会
に
よ
り
、39

組
３
６
２
名
の
み
な
さ
ん
が
、
日
頃
練

習
を
重
ね
た
踊
り
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
、そ

の
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

90
代
の
方
々
に
よ
る
「
銭
太
鼓
」

（
双
葉
高
砂
会
）
は
、感
動
と
元
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
「
星
影
の
ワ
ル

ツ
」を
全
員
で
合
唱
の
後
、阿
部
会
長

と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ
た
方
に
、

飾
り
花
鉢
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
東
老
連
芸
能
大
会
に
は
、

「
あ
や
め
雨
情
」
を
踊
っ
た
愛
染
寿

栄
ク
ラ
ブ
と
、「
マ
ヘ
ア
ラ
ニ
・
エ

（
満
月
）」
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
を
踊
っ

た
小
茂
根
寿
光
会
の
２
組
が
、
板
老

連
を
代
表
し
て
出
演
し
ま
す
。

	

（
文
化
部　

奥
永
）

華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

　
90
代
の
方
の
演
技
も

第
56
回
板
老
連
芸
能
大
会

踊
り
や
歌
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

最後は全員で合唱
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支
部
だ
よ
り

第
４
支
部
で
は
、
年
度
変
わ
り
に

と
も
な
い
勇
退
す
る
会
長
が
２
名
お

ら
れ
、
一
人
は
明
和
友
の
会
を
率
い

て
９
年
、５
代
目
会
長
の
小
林
猛
氏
。

も
う
一
人
は
大
和
会
９
代
目
会
長
を

12
年
間
務
め
た
根
本
忠
次
氏
の
二
人

で
す
。

小
林
氏
は
特
殊
な
技
術
で
稼
業

を
持
ち
な
が
ら
の
会
長

で
、
帰
宅
は
い
つ
も
遅

く
、
ま
た
広
報
部
員
で

も
あ
り
、
愛
用
の
カ
メ

ラ
を
抱
え
、
本
部
行
事

の
都
度
走
り
回
っ
て
多

忙
で
し
た
。
一
時
、
ク

ラ
ブ
解
散
の
危
機
を
迎

え
ま
し
た
が
、
町
会
の

援
護
で
乗
り
切
り
ま
し

た
。
ま
た
根
本
氏
は
、

急
逝
し
た
会
長
を
引
き

継
ぎ
、
会
の
改
善
・
充

実
に
力
を
注
ぎ
、
さ
ら

に
成
長
さ
せ
ま
し
た
。

行
事
へ
の
参
加
率
が

平
均
65
％
と
非
常
に
高

く
、
見
習
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
根
本
氏

は
平
成
28
年
６
月
か
ら

支
部
長
を
務
め
、
支

部
行
事
と
し
て
輪
投
げ

大
会
を
取
り
入
れ
て
ク

ラ
ブ
間
の
交
流
が
深
ま

第
４
支
部

新
任
・
勇
退
会
長

歓
送
迎
会

り
、
今
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
ら

ぶ
支
部
行
事
の
柱
と
な
り
ま
し
た
。

道
で
す
れ
ち
が
っ
た
際
に
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
の
想

定
さ
れ
た
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
し

た
。小

林
氏
の
後
任
に
は
、
町
会
役
員

兼
任
の
星
野
昭
氏
、
根
本
氏
の
後
任

に
は
藤
越
俊
則
氏
が
就
任
し
、
若
返

り
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
藤
越

氏
の
兄
で
あ
る
秀
明
氏
は
、
第
７
支

部
・
朝
日
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
、

ま
た
広
報
部
の
重
鎮
と
し
て
現
在
活

躍
し
て
い
ま
す
。

歓
送
迎
会
は
、７
月
１
日
（
月
）
に

東
武
練
馬
駅
近
く
の
「
膳
」
に
総
員

19
名
が
集
合
し
て
開
催
。
支
部
長
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
板
橋
区

老
連
阿
部
会
長
か
ら
も
、
退
任
会
長

に
対
し
、
在
任
中
の
貢
献
に
対
す
る

お
礼
と
退
任
後
の
健
康
管
理
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
、
新
任
会
長
に
つ
い

て
は
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

退
任
の
二
人
に
花
束
贈
呈
が
あ
り
、

正
田
副
支
部
長
の
乾
杯
で
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。

宴
の
途
中
で
、
退
任
の
二
人
よ
り

お
礼
の
あ
い
さ
つ
、
新
任
の
会
長
よ

り
決
意
表
明
が
あ
り
、
宴
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
締
め
は
平
山
会
長
の

三
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。	

（
第
４
支
部　

渡
邉
）

花
束
の
贈
呈
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梅
雨
の
合
間
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た

７
月
10
日
９
時
15
分
よ
り
、
地
元
の

小
豆
沢
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
第
８
支

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
総

勢
32
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
野
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
は

じ
ま
り
、
初
回
の
た
め
交
流
会
を
主

な
目
的
に
と
い
う
言
葉
で
ス
タ
ー
ト

７
月
11
日
（
木
）、赤
塚
体
育
館
で
、

第
11
支
部
輪
投
げ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

12
ク
ラ
ブ
22
チ
ー
ム
、総
勢
１
１
０

名
に
よ
る
個
人
戦
で
、赤
塚
百
寿
会
の

大
塚
音
次
さ
ん
が
１
６
９
点
で
見
事

に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。高
齢
者
健
闘
賞

で
は
３
名
表
彰
さ
れ
、最
年
長
は
な
ん

と
、大
正
13
年
生
ま
れ
の
新
谷
豊
子
さ

ん
が
、昭
和
生
ま
れ
の
人
と
互
角
の
85

点
を
出
し
、高
齢
者
の
お
手
本
を
示
し

て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
他
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

５
月
16
日
（
木
）、
早
朝
よ
り
高
島

平
赤
塚
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
12
支
部
６
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。好
天
に
恵

第
８
支
部

第
11
支
部

第
12
支
部

初
開
催

好
プ
レ
ー
続
出

大
正
生
ま
れ
の

85
点
に
感
動

優
勝
狙
っ
て

猛
ハ
ッ
ス
ル

い
た
し
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
始
ま

る
と
各
チ
ー
ム
熱
が
入
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
頑
張
る
姿
勢
が
全
面
に
で
て
き

て
、
多
数
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
や
好

プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。
８
ホ
ー

ル
３
ゲ
ー
ム
の
合
計
24
ホ
ー
ル
に

て
、
12
時
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

個
人
ス
コ
ア
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
１
位　

藤
原
様

　
　
　

（
坂
下
一
丁
目
長
寿
会
）	

50

第
２
位　

渡
辺
様

　
　
　

（
坂
下
一
丁
目
長
寿
会
）	

53

第
３
位　

神
吉
様

　
　
　

（
小
豆
沢
幸
友
ク
ラ
ブ
）	

54

第
４
位　

大
津
様

　
　
　

（
煌
き
倶
楽
部
）	

59

　
　
　
　

斎
藤
様

　
　
　

（
小
豆
沢
幸
友
ク
ラ
ブ
）	

59

	

（
第
８
支
部　

石
舘
）

ホールイン狙って…

参加者の皆さん

優　

勝　

大
塚　

音
次	

１
６
９
点

	

（
赤
塚
百
寿
会
）

準
優
勝　

宇
佐
美
弘
子	

１
５
６
点

	

（
新
町
熟
年
会
）

第
３
位　

斎
藤
香
代
子	

１
５
３
点

	

（
新
町
熟
年
会
）

	

（
第
11
支
部　

鈴
木
）

ま
れ
、
参
加
者
全
員
が
猛
ハ
ッ
ス
ル
の

ゲ
ー
ム
内
容
で
優
勝
は
高
島
平
寿
会

チ
ー
ム
で
し
た
。12
支
部
で
は
春
と
秋

に
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

	

（
第
12
支
部　

宇
於
崎
）
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５
年
連
続
会
員
増
！

祝
・
健
康
長
寿

気
分
は
南
国
ハ
ワ
イ
ア
ン

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

平
成
31
年
４
月
１
日
、北
寿
ク
ラ
ブ

の
会
員
数
は
昨
年
よ
り
３
名
増
加
し

１
６
８
名
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
前
の

１
３
４
名
か
ら
、
年
々
増
加
し
５
年
間

で
の
入
会
者
は
80
名
。
ま
た
、
死
亡
を

含
む
退
会
者
は
46
名
で
す
。平
均
す
る

と
毎
年
９
名
の
減
、
16
名
の
増
で
す
。

会
員
の
約
半
数
が
こ
の
５
年
間
の

入
会
で
活
動
に
も
新
し
い
雰
囲
気
を

感
じ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
後
、
現
状
維
持

に
は
毎
年
９
名
の
新
入
会
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、今
後
は
会
員
増
よ
り
は

よ
り
充
実
し
た
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

	

（
北
寿
ク
ラ
ブ　

奥
永
）

平
成
が
終
わ
り
、
令
和
元
年
６
月

18
日
、
誕
生
を
祝
う
会
を
正
午
か
ら

西
台
の
「
か
ご
の
屋
」
で
会
員
77
名

中
45
名
が
参
加
し
楽
し
く
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
原
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

米
寿
２
名
に
、
お
祝
い
と
し
て
金
一

封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。和
や
か
な
中
、

楽
し
み
な
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
全

員
に
景
品
が
届
き
、
午
後
２
時
30
分

に
誕
生
日
会
を
終
了
。
最
後
に
健
康

長
寿
を
祈
り
、
三
本
締
め
で
終
わ
り

ま
し
た
。（
坂
下
一
丁
目
長
寿
会　

菅
）

梅
雨
明
け
が

待
た
れ
る
７
月

20
日
（
土
）、
東

山
光
寿
会
夏
の

恒
例
行
事
“
納

涼
会
”
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。役

員
、来
賓
の
あ
い

北
寿
ク
ラ
ブ

第
５
支
部

坂
下
一
丁
目
長
寿
会

第
８
支
部

東
山
光
寿
会

第
５
支
部

おいしい食事に会話も弾みます

さ
つ
も
そ
こ
そ
こ
に
、
参
加
者
76
名
で

お
互
い
の
健
康
を
願
っ
て
乾
杯
し
楽
し

い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

食
事
の
間
に
は
板
橋
区
在
住
の
プ

ロ
歌
手
・
小
沢
か
よ
さ
ん
が
ス
テ
キ
な

歌
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
度
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
バ
ン
ド
“
ウ
ク

レ
レ・フ
ラ
ワ
ー
ズ
”に
よ
る
音
楽
と
フ

ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

食
事
と
シ
ョ
ー
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
加
わ

り
、
心
地
よ
い
気
分
に
な
っ
た
紳
士
淑

女
は
次
々
と
ダ
ン
ス
に
飛
び
入
り
参

加
し
て
盛
り
上
が
り
、
さ
ら
に
バ
ン
ド

演
奏
で
全
員
で
日
本
の
歌
を
数
曲
合

唱
し
ま
し
た
。

バ
ン
ド
演
奏
の
後
は
“
カ
ラ
オ
ケ
大

会
”
が
行
わ
れ
、
お
開
き
を
む
か
え
ま

し
た
。
会
員
の
多
く
の
方
々
は
満
足
さ

れ
た
様
子
で
友
達
と
連
れ
だ
っ
て
帰

宅
し
ま
し
た
の
で
、
役
員
一
同
も
準
備

の
か
い
あ
り
と
安
堵
の
胸
を
撫
で
下

ろ
し
ま
し
た
。

	

（
東
山
光
寿
会　

永
井
）

ダンスに飛び入り参加
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無
理
せ
ず
楽
し
い
活
動
を

３
度
目
の
感
謝
状
を
受
賞
し
て

雨
に
も
風
に
も
負
け
ず
ペ
タ
ン
ク

赤
塚
寿
光
会
は
今
年
で
47
年
目
に

な
り
、
会
員
も
１
２
０
名
と
大
家
族

で
す
。

最
高
齢
の
早
川
弘
様
は
１
０
２
歳

と
お
元
気
で
４
月
の
総
会
の
と
き
も

各
地
の
民
謡
を
歌
っ
て
楽
し
そ
う
で

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
何
事
も
前
向
き
で
板
老
連
の

作
品
展
に
も
毎
年
５
点
ほ
ど
出
品
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
98
歳
の
時
、
ご
自

身
の
軌
跡
の
本
を
書
か
れ
ま
し
た
。

会
員
一
同
、
無
理
せ
ず
楽
し
い
寿

光
会
に
し
て
い
き
た
い
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。	

（
赤
塚
寿
光
会　

村
松
）

５
月
に
板
橋
区
長
か
ら
30
年
間
の

活
動
に
つ
い
て
感
謝
状
を
受
賞
し
、

６
月
18
日
（
火
）、
徳
丸
春
秋
会
創

立
30
周
年
の
祝
賀
行
事
を
行
い
ま
し

た
。
板
老
連

会
長
の
阿
部

勲
様
、
10
支

部
長
大
竹
伸

良
様
に
来
賓

と
し
て
ご
出

席
を
い
た
だ

き
、
記
念
式

典
、懇
親
会
、

記
念
写
真
、

カ
ラ
オ
ケ
会

と
和
や
か
に

強
風
と
砂
塵
に
も
臆
せ
ず
、
雨
が

降
っ
て
も
傘
を
さ
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ペ
タ
ン
ク
の
練
習
試
合
は
、

公
園
の
片
隅
で
、
週
１
～
２
日
の
催

し
で
す
が
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
全
員

（
４
～
９
名
）
が
参
加
し
ま
す
。

練
習
と
は
い
え
勝
ち
負
け
に
は
結

赤
塚
寿
光
会

第
11
支
部

徳
丸
春
秋
会

第
10
支
部

上
赤
塚
長
生
会

第
11
支
部

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
30
年
間
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
み

る
と
昭
和
63
年
５
月
、
地
元
在
住
の

故
追
川
平
治
郎
会
長
（
初
代
）
を
中

心
に
、
老
齢
者
相
互
の
親
睦
と
交
流

を
目
的
と
し
て
、
会
員
１
５
１
名
の

大
所
帯
の
徳
丸
春
秋
会
が
設
立
さ

れ
、
町
の
清
掃
活
動
、
ア
ル
ミ
缶
回

収
、
環
境
保
全
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、そ
の
間
会
長
も
交
代
し
、

現
在
は
５
代
目
。
年
々
高
齢
化
が
進

み
、
新
規
加
入
も
少
な
い
た
め
、
現

在
の
会
員
は
70
余
名
で
す
。
会
の
活

動
と
し
て
は
板
老
連
、
10
支
部
主
催

の
行
事
へ
の
参
加
が
主
で
、
カ
ラ
オ

ケ
会
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
誕
生

会
に
は
卒
寿
の
お
祝
い
も
行
っ
て
い

ま
す
。	

（
徳
丸
春
秋
会　

棟
本
）

30 周年記念のときの１枚

構
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
で
も
目
標

の
ビ
ュ
ッ
ト
に
自
球
を
接
触
さ
せ
た

り
、
狙
っ
た
球
を
弾
き
飛
ば
す
等
の

難
易
度
の
高
い
技
が
出
た
時
は
、
敵

味
方
関
係
な
く
拍
手
喝
采
で
す
（
本

心
は
判
り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
相
手
チ
ー
ム
の
球
を

ビ
ュ
ッ
ト
に
近
づ
け
て
し
ま
う
等
々

の
失
敗
を
し
て
も
怒
っ
た
り
し
ま
せ

ん
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
通
り
す
が

り
の
方
も
気
軽
に
参
加
し
た
り
し
ま

す
。
競
技
で

の
歩
行
数
は

４
０
０
０
歩

を
超
え
、
健

康
に
も
良
い

か
と
思
い
ま

す
。や

っ
て
み

ま
せ
ん
か
、
ペ
タ
ン
ク
。
楽
し
い
で

す
よ
。

	

（
上
赤
塚
長
生
会　

伊
藤
） 練習試合でも勝ち負けにはこだわります
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短
歌   

松
坂
　
弘  

選
・
評

久
か
た
の
川
治
温
泉
バ
ス
の
旅

　

ツ
バ
メ
飛
び
交
う
や
す
ら
ぎ
の
郷
に

�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

来
夏
待
つ
東
京
五
輪
に
わ
が
米
寿

　

輪
廻
の
妙
に
思
惑
め
ぐ
ら
す

�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
義
信

立
秋
の
夜
風
は
頬
を
さ
や
り
ゆ
く

　

川
面
に
映
ゆ
る
灯
あ
か
り
の
影

�

富
士
見
寿
会
　
岩
崎
千
鶴
子

澄
み
わ
た
る
空
に
ひ
ろ
が
る
入
道
雲

　

翼
ひ
ろ
げ
る
荒
鷲
の
ご
と

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

何
処
か
ら
ト
ン
ボ
飛
び
来
し
終
戦
日

　

七
十
余
年
の
歳
月
止
る

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

天　

改
元
の
行
わ
れ
た
年
に
新
築
の

家
に
移
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
こ

と
に
う
ら
や
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

「
初
泳
ぎ
」「
眩
し
」
な
ど
の
表
現
に

実
感
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地　

こ
う
い
う
経
験
は
地
方
の
出
身

の
ひ
と
な
ら
一
様
に
も
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
こ
と
に
懐
か
し
い
内

容
の
歌
で
あ
る
。
結
句
の
「
口
に
含

み
ぬ
」
が
な
か
な
か
に
言
い
得
て
い

天鯉
の
ぼ
り
改
元
令
和
の
初
泳
ぎ

　

新
築
の
家
風
光
眩
し

�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
富
子

地陽
を
受
け
て
野
葡
萄
の
実
の
色
映
ゆ
る

　

一
つ
を
取
り
て
口
に
含
み
ぬ

�

和
泉
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
光
枝

次三
夕
の
和
歌
を
静
か
に
口く
ち
づ
さ遊
む

　

秋
の
風
情
の
な
ん
と
寂
し
き

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
和

集
ま
り
て
玉
音
放
送
聞
い
た
夏

　

青
空
の
記
憶
九
才
の
我

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

年
の
暮
ほ
っ
と
す
間
に
骨
折
す

　

リ
ハ
ビ
リ
は
げ
む
卒
寿
坂
な
り

�

東
新
東
寿
会
　
田
中
　
タ
イ

水
浴
で
遊
び
し
川
よ
鏑
川

　

富
岡
製
糸
育
て
し
川
よ

�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
曻

ベ
ラ
ン
ダ
の
す
み
に
い
ち
り
ん
刈
り
の
こ
る

　

ど
く
だ
み
白
き
に
黄
蝶
き
た
れ
り

�

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

頑
固
な
り
今
は
杖
持
ち
頼
る
の
は

　

お
ま
え
が
一
番
や
さ
し
い
言
葉

�
朝
日
ク
ラ
ブ
　
金
子
タ
カ
子

子
や
孫
に
君
の
古
里
こ
の
地
だ
と

　

気
配
り
周
る
提
灯
行
列

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

背
を
丸
め
若
い
気
取
り
で
手
を
伸
し

　

か
ゆ
み
届
か
ぬ
か
り
る
孫
の
手
�

和
泉
ク
ラ
ブ
　
笠
間
　
洋
子

登
校
の
児
童
殺
傷
恐
る
る
は

　

凶
悪
事
件
に
耳
慣
れ
し
こ
と

�

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
恭
一
郎

白
寿
と
ふ
媼
の
演
ぜ
し
銭
太
鼓

　

バ
チ
捌
き
冴
ゆ
る
芸
能
大
会

�

金
沢
千
と
せ
会
　
加
藤
　
蓉
子

梅
雨
晴
れ
間
小
公
園
を
飛
ぶ
蝶
の

　

ひ
ら
ひ
ら
見
つ
つ
介
護
車
を
待
つ

�

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

る
と
思
い
ま
す
。

次　

と
て
も
し
っ
と
り
と
し
た
歌
で

す
。「
三
夕
の
歌
」
は
三
首
と
も
結
句

が「
秋
の
夕
暮
れ
」と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
有
名
で
す
。
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俳
句   

星
　
利
生  

選
・
評

天
の
句
は
ラ
ム
ネ
飲
む
で
切
れ
、

青
空
滑
り
こ
ん
で
く
る
と
景
を
見

せ
る
。

地
の
句
は
花
火
見
物
の
橋
上
の
賑

わ
い
を
車
の
渋
滞
で
捉
え
て
納

得
。

人
の
句
は
三
日
月
で
山
中
鹿
之
助

の
故
事
が
彷
彿
。「
吾
に
七
難
八

苦
」
も
。

「
ち
ょ
っ
と
添
削
」
の
補
足
説
明

①
～
③「
軽
や
か
」「
夜
の
秋
」「
平

和
や
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
切
れ
に
注

天ラ
ム
ネ
飲
む
青
空
滑
り
こ
ん
で
く
る

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

地渋
滞
や
花
火
み
と
れ
る
橋
の
上

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
大
野
木
健
夫

人三
日
月
に
栄
華
を
し
の
ぶ
城
の
跡

�

東
新
東
寿
会
　
高
橋
　
松
代

お
供
へ
の
ス
イ
カ
に
父
母
を
語
り
お
り

�

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
　
翠

曇
天
へ
飛
び
た
つ
鳩
や
広
島
忌

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

暮
れ
な
づ
む
蔵
の
町
と
ぶ
夏
つ
ば
め

�

東
新
東
寿
会
　
中
島
　
孝
祐

高
く
深
く
空
の
蒼
さ
や
銀
杏
散
る

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

め
ざ
と
く
も
向
き
を
変
え
た
る
目
高
か
な

�

高
島
平
寿
会
　
宮
下
け
い
子

閑
か
さ
や
月
を
乱
せ
る
あ
め
ん
ぼ
う

�

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
恭
一
郎

ひ
と
つ
づ
ゝ
思
ひ
出
の
風
古
扇

�
大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
増
田
み
ど
り

マ
ン
シ
ョ
ン
に
児
ら
の
声
湧
く
西
瓜
割
り

�
常
盤
光
寿
会
　
飯
島
ゆ
り
子

太
陽
も
や
っ
と
出
番
か
ふ
と
ん
干
す

�

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子

夏
椿
一
期
一
会
の
旅
の
人

�

エ
イ
ト
熟
年
会
　
山
平
　
ツ
ヤ

軒
下
に
光
る
ス
マ
ホ
や
は
た
た
神

�

東
新
東
寿
会
　
森
田
ハ
ル
ミ

秋
夕
焼
鐘
撞
く
A
I
山
の
寺

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

苔
寺
の
目ま
な
こ

に
ま
ぶ
し
青
も
み
じ

�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

盆
の
入
り
次
々
浮
か
ぶ
顔
顔
顔

�

常
盤
光
寿
会
　
𠮷
田
　
憲
司

遠
雷
の
音
い
く
え
に
も
重
な
り
て

�

東
新
東
寿
会
　
堀
米
多
賀
子

一
刀
の
構
へ
あ
ざ
や
か
西
瓜
割
り

�

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

屋
上
の
さ
わ
ぐ
子
供
の
ス
イ
カ
割
り

�

常
盤
光
寿
会
　
篠
原
　
幸
美

蝉
し
ぐ
れ
池
畔
に
ゆ
れ
る
半
夏
生

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

ち
ょ
っ
と
添
削

①
植
木
市
庭
師
の
鋏
軽
や
か
に

　
☞
庭
師
ら
の
鋏
軽
や
か
植
木
市

�

東
新
東
寿
会
　
田
中
　
タ
イ

②
父
母
の
歳
遥
か
に
越
え
し
夜
の
秋

　
☞
夜
の
秋
遥
か
に
越
え
し
父
母
の
歳

�
坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
曻

③
丸
ス
イ
カ
囲
む
平
和
や
家
族
の
輪

　

☞
大
玉
西
瓜
囲
む
平
和
や
家
族
の
輪

�

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

④
早
苗
田
鏡
の
如
く
山
映
え
る

　

☞
早
苗
田
や
鏡
の
如
く
山
の
映
ゆ

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

《広報部からのお知らせ》

◎広報 180号（令和 2年 1月号）

　全ての原稿締め切り

◎俳句、短歌の応募は、ハガキで 1枚に 1句、
1首としてください。また、所属クラブ、氏
名（本名）の記載を忘れないでください。
　投稿件数に応じて掲載できない場合もあり
ます。元年 11月 25 日

目
す
る
。

④
～
⑥
「
早
苗
田
」
は
さ
な
え
だ
、

「
携
帯
扇
風
機
」、「
故
郷
の
沼
田
湯

葉
」
と
特
定
。

⑦
は
季
語
が
な
い
の
で
、「
爽
や

か
」
と
秋
の
季
語
を
入
れ
る
。

⑤
顔
涼
し
携
帯
出
来
る
扇
風
機

　

☞
顔
涼
し
胸
に
携
帯
扇
風
機

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

⑥
夏
帽
子
故
郷
沼
田
湯
葉
掬
う

　

☞
夏
帽
子
掬
う
故
郷
の
沼
田
湯
葉

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

⑦
リ
ハ
ビ
リ
の
歩
く
姿
の
軽
や
か
さ

　

☞
リ
ハ
ビ
リ
の
歩
く
姿
の
爽
や
か
に

　�

長
寿
友
の
会
　
泉
田
　
隆
夫

会
見
は
謝
罪
な
れ
ど
も
顔
涼
し

�

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
恭
一
郎

回
覧
板
行
事
終
っ
て
回
り
く
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

　

老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
は
、

投
稿
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
こ
の
際
是
非
と
も

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

一
部
〆
切
を
過
ぎ
る
な
ど
し

て
掲
載
で
き
な
か
っ
た
ご
投
稿

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
で
選

考
の
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 　

川
柳
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板老連今後の行事予定
行　事　名 日　　時 場　　所

輪投げ大会 11月 6日 小豆沢グラウンド

グラウンド・ゴルフ大会（東老連） 11月 8日 武蔵野中央公園

交通安全教室 11月 13日 グリーンホール２階

板橋・健康祭り 11月 15日 グリーンホール１０１

シニア健康フェスタ東京（東老連） 11月 21日 駒沢オリンピック公園

囲碁・将棋大会 11月 27日 文化会館大会議室

東京都老人クラブ大会 12月 4日 文京シビックセンター

作品展表彰式 12月 12日 文化会館大会議室

想い出の唄と踊 12月 16日 文化会館大ホール

クリスマスダンスパーティー 12月 13日 志村コミュニティホール

交通安全教室 12月 19日 志村坂上地域センター

　この会報紙「板老連」は、ご協賛してくださいましたスポンサーの皆様のご支援により発行す
ることができました。厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願いいたします。

スポンサー各位への御礼

文 原芸 稿欄 募 集の についてのお願い
◎郵送の場合の原稿送り先

　〒 173-0004　板橋区板橋 3-26-4　板橋いこいの家
◎郵便料金が変わりました（令和元年10月１日以降）

　通常ハガキ　62円　→　63 円
　定型（封書）82円　→　84 円　※古いハガキ等は不足分の切手を貼ってください。

◎締切日の厳守

	 俳句・短歌・川柳を含む原稿すべては、文芸コーナー下部等に記載の 
 ある期日。
	 次号 180 号は 11 月 25 日となります。

◎原稿の提出先

	 郵送する俳句・短歌・川柳以外の原稿等は、なるべく支部長宛てにご提 
 出ください。

皆様のご協力をよろしくお願いします。

板橋区老人クラブ連合会第179 号 16

私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     


